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第７章　安全衛生と労災保険

7-1　安全衛生

　職場における労働者の安全と健康を確保するとともに、快適な
職場環境の形成を促進することを目的として定められたのが労働
安全衛生法です。
　事業者（個人事業であればその事業主、法人企業であれば会社
そのもの）は、労働災害を防止するために、労働安全衛生法で定
められた最低基準を守るだけなく、快適な職場環境をつくり、労
働条件を改善することで、労働者の安全と健康を守らなければな
りません（労働安全衛生法第３条第１項）。また、重大災害を繰り
返す企業には、厚生労働大臣が改善計画の作成を指示することが
できます（従わない場合には企業名の公表もあります）。
　同様に、労働者も労働災害を防止するために必要な事項を守
り、事業者が実施する労働災害防止の措置に協力するように努め
なければなりません（同法第４条）。
　労働安全衛生法では、事業者が講ずべき措置について、次のよ
うに示しています。

◆安全衛生管理体制を確立すること（第10条～第19条）
　一定規模以上の事業場では、総括安全衛生管理者、安全管理
者、衛生管理者、安全衛生推進者等を選任して、事業場内の安全
衛生管理体制を確立しなければなりません。

◆労働者の危険又は健康障害を防止するための措置
（第20条～第36条）

　事業者は、労働者の危険又は健康障害を防止するために必要な
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し出があった場合には、医師による面接指導を行わなければな
りません。
　また、事業者は受動の喫煙防止のため、実情に応じた適切な
措置を講ずるよう努めなければなりません。

◆快適な職場環境の形成のための措置（第71条の２）
　事業者は、事業場における安全衛生の水準向上のため、職場
環境を快適な状態に維持管理する努力義務があります。このた
め、作業方法の改善、疲労回復のための措置を講ずることが必
要とされていますが、最近では事業場内のいじめやストレスか
らくる心の問題などについて、事業者の責任が問われるケース
も生じています（P96 参照）。
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措置を講じなければなりません。また、労働者を就業させる建設
物その他の作業場の保全並びに換気、採光、照明、保温、防湿
等、労働者の健康、風紀及び生命の保持のために必要な措置を講
じなければなりません。また、一定の危険性・有害性が確認され
ている化学物質は調査を義務付けられます。

◆労働者の就業に当たっての措置（第59条～第63条）
　事業者は、労働者を雇い入れたとき又は労働者の作業内容を変
更するときには、安全衛生教育を行わなければなりません。
　クレーン運転など一定の業務については、免許を有する者、一
定の技能講習を修了した者でなければ就業させてはなりません。
　中高年齢者など特に労働災害の防止に配慮を必要とする者につ
いては適正な配置をするように努めなければなりません。　　

◆労働者の健康の保持増進のための措置（第66条～第71条）
　事業者は、労働者を雇い入れるときや、継続雇用するときには、
当該労働者に対し、定期健康診断を行わなければなりません。
さらに事業場の業務が有害業務である場合は、特別な健康診断
を行わなければなりません。
　有所見者（健康診断で何らかの異常が見つかった者）につい
ては、健康保持のために必要な措置について医師等の意見を聴
き、労働者の実情を考慮した上で適切な措置を講じなければな
りません。また、長時間労働者については、労働者からの申し
出があれば、医師による面接指導を行う必要があります。
　平成 26 年の安衛法改正により、事業者は、常時使用する労働
者に対しては、ストレスチェックを実施することが義務付けら
れることになりました（50人未満の事業場は当分の間努力義務）。
ストレスチェックの結果、一定の要件に該当する労働者から申
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◆なにが「職場のいじめ」にあたるのか
　職場内で行われるいじめは、業務上の指導との線引きが難しい
ケースもありますが、厚生労働省の職場のいじめ・嫌がらせ問題
に関する円卓会議が示した「職場のパワーハラスメントの予防・
解決に向けた提言」では、具体的に以下のような行為を、典型的
な職場のいじめとして例示しています。

① 暴行・傷害（身体的な攻撃）
② 脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言（精神的な攻撃）
③ 隔離・仲間外し・無視（人間関係からの切り離し）
④ 業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、
仕事の妨害（過大な要求）
⑤ 業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた程度の低
い仕事を命じることや仕事を与えないこと（過小な要求）
⑥ 私的なことに過度に立ち入ること（個の侵害）

　また、職場のいじめには、上司から部下に対して行われるもの
だけでなく、同僚間や部下から上司に行われるものも含まれてい
ます。
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